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つつい 　　ゆ　り

平成23年12月13日生
保護者/和久・有美

筒井　裕理ちゃん（下土居）

みやざき 　ふうあ

宮﨑　風亜くん（崎ノ山）

はじめまして ・  　 ・   　・

「明るく元気に育ってね」「明るく元気に育ってね」

平成24年2月8日生
保護者/賢二・真美

「いっぱい泣いて、笑って
元気に大きくなってね！」
「いっぱい泣いて、笑って
元気に大きくなってね！」

「
四
季
の
ま
つ
り
」写
真
コ
ン
テ
ス
ト

仁
淀
川
町
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
完
成

瞳
輝
く
ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト



花ざかりの山里にピカピカの１年生２7人

◆特集◆

《3》 広報によど川 5月号 広報によど川 5月号 《2》

　四
月
九
日
、
町
内
の
小
学
校
で
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
一
年

生
は
二
十
七
人
。

　緊
張
し
た
面
持
ち
で
登
校
す
る
子
や

笑
顔
の
子
、
そ
れ
ぞ
れ
に
期
待
と
不
安

を
抱
き
な
が
ら
も
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る

楽
し
い
学
校
生
活
に
、
胸
を
躍
ら
せ
て

こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
晴
れ
の
日
を

迎
え
た
我
が
子
を
、
感
慨
深
そ
う
に
温

か
い
目
で
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

夢と希望に満ちた入学式

池川小学校（９人）

別府小学校（７人）

大崎小学校（３人）

長者小学校（８人）

新
た
な
学
校
生
活
に

　
　
　胸
躍
ら
せ
て

　第
六
回
「
四
季
の
ま
つ
り
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　コ
ン
テ
ス
ト
は
、
町
内
各
地
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
行
事
の
魅
力
を
感

じ
さ
せ
る
も
の
を
募
集
し
た
も
の
で
、
県
内
外
か
ら
百
八
十
八
点
が
寄
せ
ら
れ
、

こ
の
中
か
ら
大
賞
な
ど
三
十
四
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　入
賞
作
品
な
ど
の
展
示
は
四
月
十
三
日
か
ら
三
日
間
、
池
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
百
二
十
人
余
り
が
訪
れ
て
熱
心
に
見
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

主
な
入
賞
者

大

　
　賞
「
毛
ヤ
リ
が
受
取
れ
て
一
同
ホ
ッ
！
」

 岡
田
加
代
子
（
高
知
市
）

 

金

　
　賞
「
伝
承
の
舞
」

 

横
山

　幸
代
（
高
知
市
）

 

銀

　
　賞
「
渇
つ
！
」

 

山
西

　典
夫
（
香
南
市
）

 

銅

　
　賞
「
ス
パ
ッ
」

 

岡
崎

　和
孝
（
仁
淀
川
町
）

 

教
育
長
賞
「
出
番
前
」

 

山
本

　
　泉
（
松
山
市
）

 

特 

別 

賞
「
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
」

 

有
澤

　
　豊
（
安
芸
市
）

　
　
　
　「
ジ
ャ
ン
プ
」

 

松
本

　隆
平
（
松
山
市
）

第6回「四季のまつり」写真コンテスト入賞作品

大賞「毛ヤリが受取れて一同ホッ！」　岡田加代子

金賞「伝承の舞」　横山　幸代

銀賞「渇つ！」　山西　典夫

今年も作品募集！ 第7回 四季の写真コンテスト
テーマ　仁淀川町の伝統行事や風景を撮影したもので、山里に

　　　　息づく祭りの活気あふれる姿や美しい自然の景色など、

　　　　町の魅力を感じさせるものであれば素材は自由です。

主　催　仁淀川町教育委員会

入　賞　大賞・金賞・銀賞・銅賞・教育長賞各１点ほか

締め切り　平成25年３月８日（金）　17時必着

作品送付先・問い合わせ

　〒７８１－１８０１　仁淀川町森４２３１

　仁淀教育事務所内

　仁淀川町写真コンテスト係

　☎３２－１０４１

　　３２－２８１１

高知展開催 決定！
日時　８月 21日 ( 火 )～26 日（日）

　　　10時～17時（最終日は 15時まで）

場所　ＮＨＫハートプラザギャラリー

問い合わせ　仁淀川町教育委員会

　　　　　　☎３５－００１９

今年からは風景も
対象となります



《5》 広報によど川 5月号 広報によど川 5月号 《4》

町
消
防
団
長
に

合
田
幸
市
郎
氏
が
再
任〔
任
期
二
年
〕

　四
月
二
日
に
二
期
目
と
な
る
合
田
団
長
の
任
命
式
が
行
わ
れ
、

消
防
団
幹
部
（
分
団
長
以
上
）
に
は
次
の
方
た
ち
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

－高知県地域支援企画員－ 

大
崎
診
療
所
に

中
山
医
師
が
着
任

　仁
淀
川
町
の
皆
さ
ま
は
じ
め

ま
し
て
。
四
月
か
ら
大
崎
診
療

所
に
赴
任
し
ま
し
た
中
山
一
と

申
し
ま
す
。

　高
知
市
の
出
身
で
、
自
治
医

科
大
学
（
栃
木
県
下
野
市
）
を

卒
業
後
、
高
知
に
戻
り
、
県
内

の
地
域
医
療
に
従
事
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
高
知
医

療
セ
ン
タ
ー
、
嶺
北
中
央
病
院

（
本
山
町
）
、
大
月
病
院
（
大

月
町
）
で
の
勤
務
を
経
て
、
こ

の
た
び
仁
淀
川
町
で
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　地

域
の
皆
さ
ま
の
健
康
増
進

の
一
助
と
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中山　一 医師

　この度の異動で４月、名野川駐在所に赴任し

ました杉本司郎です。夫婦で来ていますのでよ

ろしくお願いします。以前に、橘駐在所に勤務

していましたので、顔見知りの方もたくさんい

るので、気軽に声をかけてください。

　自然豊かな仁淀川町が、安全・安心な町にな

れるよう地域に溶け込んで頑張っていきたいと

思います。

　趣味は磯釣りで、坊主の神様と言うありがた

くない称号を前任地で頂いていますが、坊主覚

悟でかまわない人は誘ってください。

まちのおまわりさん紹介まちのおまわりさん紹介♪

消
防
団
幹
部
名
簿

団

　
　
　長

　
　合
田
幸
市
郎

副

　団

　長

　
　片
岡

　憲
夫

　
　
　
　
　
　
　野
々
宮
正
輝

　
　
　
　
　
　
　上
尾
勝
日
己

池
川
分
団
長

　
　堀
本

　修
正

用
居
分
団
長

　
　西
森

　量
男

狩
山
分
団
長

　
　岡
﨑

　定
春

安
居
分
団
長

　
　山
中

　政
秋

寺
村
分
団
長

　
　片
岡

　幸
年

大
崎
分
団
長

　
　片
岡
幸
太
郎

名
野
川
分
団
長

　川
村

　勝
宏

中
津
分
団
長

　
　鎌
倉

　信
昌

森
分
団
長

　
　
　片
岡

　龍
也

川
渡
分
団
長

　
　掛
水

　一
晴

長
者
分
団
長

　
　古
味

　仁
志

泉
川
分
団
長

　
　大
野

　正
富

高
瀬
分
団
長

　
　藤
原

　和
德

沢
渡
分
団
長

　
　中
田

　恵
一

別
枝
分
団
長

　
　西
森

　儀
幸

左
か
ら
合
田
団
長
、
片
岡
副
団
長
、

野
々
宮
副
団
長
、
上
尾
副
団
長

名
野
川
駐
在
所

　杉
本
司
郎
さ
ん

　この度の異動で、大崎駐在所に赴任してきま

した、筒井敏郎です。

　この地は２回目で20年前に家族５人で赴任

してきた時に、地域の皆さまに可愛いがってい

ただき、私たち家族にとって忘れることのでき

ない大崎になっています。

　趣味は、ここで覚えたスコア100を切らない

ゴルフです。

　警察人生も残すところ２年。微力ではありま

すが、皆さまと共に安心な町づくりができれば

幸せです。

大
崎
駐
在
所

　筒
井
敏
郎
さ
ん

 池川総合支所の地域振興課、国土調査係に配

属となりました大原です。出身は旧吾川村の藤

ノ野で、趣味はドライブです。休日には東は室

戸から西は宿毛まで、県内の市町村はほとんど

行きました。まだまだ未熟者ですが、仁淀川町

の住民の皆さまのより良い生活のために精いっ

ぱい頑張りますので、よろしくお願いします。

仁淀川町役場　平成 24年度新採用職員
池
川
総
合
支
所

地
域
振
興
課

　国
土
調
査
係

　大
原
彰
斗

　初めまして。今年度より仁淀川町の職員として

採用になりました、大原佑弘と申します。

　現在、仁淀総合支所健康福祉課にて、主に介護

保険を担当しています。出身は旧吾川村ですが、

知らないことも多く、日々勉強する毎日です。一

日でも早く仕事を覚えて、町のために尽力したい

と思っております。まだまだ若輩者で至らぬ点も

多いかと思いますが、よろしくお願いいたします。

仁
淀
総
合
支
所

健
康
福
祉
課

　
　
　介
護
係

　大
原
佑
弘

武市　信彦 
　４月１日付の人事異動により、

新しい地域支援企画員として赴任

しました。

　サラリーマン家庭に生まれ、勉

強ほったらかしで、山で昆虫を捕

ったり、川で魚を釣ったりして、

子ども時代を過ごしてきた高知市

出身の49歳です。地域のために何か一つでもお役に立

つことができればと思って、現在、仁淀川のこと、仁淀

川町のことを勉強しています。仁淀川町にはこんな素晴

らしい歴史や素材があるなど、皆さまからいろいろ教え

ていただきながら頑張っていきたいと思っています。ど

うぞ、よろしくお願いいたします。

つ
つ 

い 

と
し
ろ
う

す
ぎ
も
と 

し 

ろ
う

お
お
は
ら
ゆ
う
こ
う

お
お
は
ら
あ
き 

と

地域支援企画員とは
◆役割

・地域の自立活性化に向け、住民力を生かし

た地域主体の多様な取り組みを支援する。

・市町村、地域住民、団体などと県とをつな

ぐパイプ役・調整役

◆主な活動内容

・地域の支え合い、助け合いの仕組みづくり

への支援

・地域の元気づくりに向けた応援

・産業振興計画の推進

・中山間対策の推進

・担い手（移住定住）対策の推進

問い合わせ

　基幹集落センター２階（大崎）

　☎３５－２０７２　　３５－０１６０

たけ  ち        のぶ  ひこ

なかやま     はじめ



第
八
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

    
高
知
県
選
抜（
男
子
）準
優
勝

本
町
か
ら
四
選
手
が
出
場
！

桜
の
花
び
ら
舞
う
中

　
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

～春の訪れを音楽の調べで♪～

《7》 広報によど川 5月号 広報によど川 5月号 《6》

準
優
勝
カ
ッ
プ
授
与

（
閉
会
式
の
様
子
）

春の観光シーズン到来 中津観光開き
４月８日　中津渓谷入り口で、

中津観光協会（片岡喜昌会

長）主催の中津観光開きが盛

大に行われました。

　当日は晴天に恵まれ、すが

すがしい陽気の中、安全祈願

の後、手打ちそば、アメゴ塩焼き、いりもち、自家製のわ

さび漬けなど、豊富な地場産品が売り出され、訪れた方も

喜んで買い求めていました。

　売り出しのほかに舞踏やカラオケ、もちなげも行われ、

観光シーズンの幕開けを告げるイベントに花を添え、会場

を盛り上げました。

　三
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
の
間
、
岡
山
県
で
行
わ
れ
た
第
八
回
都

道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
）
に
本
県
選
抜
男
子
が
出
場
し
、
準
優
勝
の
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。　最

終
日
に
男
女
の
決
勝
が
行
わ
れ
、
男
子
は
本
県
選
抜
が
岡
山
県
男
子

中
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
に
二
―
三
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

　し
か
し
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
い
抜
い

た
選
手
の
顔
は
、
喜
び
と
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

４
月
８
日

　池
川
ふ
れ
あ
い
公
園
で
ス
プ
リ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、
約
百
二
十
人
の
聴
衆

が
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　最
初
に
「
高
知
カ
リ
ビ
ア
ン
ガ
ー
ル
ズ
」
の
皆

さ
ん
が
登
場
。
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
の
不
思
議
な
、

そ
し
て
や
さ
し
い
音
が
響
き
渡
り
、
会
場
は
エ
キ

ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
へ
と
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま

し
た
。

　続
い
て
、
「
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ

　Ｓ
ｃ
ｒ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ

（
フ
ロ
ム 

ス
ク
ラ
ッ
チ
）
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
に
続
い
て
の
出
演
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
回
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ロ
ッ
ク

の
リ
ズ
ム
で
会
場
を
沸
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
桜
が
ち
ょ
う
ど
満
開
。
音
楽
と
と
も
に

風
に
流
れ
る
花
び
ら
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
、
文
字

ど
お
り
花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

○受付…午前８時から午後４時まで

 （正午から午後１時は休み）

○施術時間…約５０分

○料金…一律３，０００円

○休み…日曜定休

○普段着で来て下さい

広 告

おかもと整体

仁淀川町土居甲１０５２　電話３４－２６３０

東洋整体を主に手のひら全体、指の腹全体での

施術法です。

緑内障や白内障にも効果があると期待できます。

町から４選手が出場

　西森　優勝 選手（仁淀中学校）

　西森　竜雅 選手（仁淀中学校）

　安井　　琢 選手（仁淀中学校）

　掛水　誠史 選手（吾川中学校）

＜試合結果＞

 １回戦  １０－１　沖縄県男子選抜

 ２回戦    ３－２　群馬選抜

 準決勝    ９－１　広島県男子選抜

 決勝戦    ２－３　岡山県男子中学生ソフトボール選抜

安全祈願の様子

100歳おめでとうございます

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ

　Ｓ
ｃ
ｒ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
♪

高
知
カ
リ
ビ
ア
ン
ガ
ー
ル
ズ
♪

田村　美喜子さん（久喜）
４月２日　久喜の田村美喜子さんが、100歳

の誕生日を迎え、大石弘秋町長から長寿祝い

が贈られました。

　田村さんは明治45年生まれ。現在は久喜の

自宅で長男の謙一さん、敏子さん夫婦の３人

で暮らしています。長生きの秘訣は「気まま

気楽に過ごすことです」とのこと。そして、

それを受け入れてくれる努力家の謙一さんと

面倒見の良い敏子さんの存在が何より大きい

と話してくれました。徳島にいる末っ子の玲

子さんには自ら電話をかけるそうで、周りへの気配りも忘れない美喜子さん。今日も田村家はあた

たかい雰囲気に包まれていました。

写真左から親戚の紗保里さん、春惠さん、紗保里さんの子・
冬真君、竹子さん、大石町長

宮崎　春惠さん（川口）
４月１２日　川口の宮崎春惠さんが、100歳

の誕生日を迎え、大石弘秋町長から長寿祝い

が贈られました。

　宮崎さんは明治45年生まれ。現在は川口

の自宅で妹の藤原竹子さんと２人で暮らして

います。小さい頃から手先が器用で、和裁を

主に着物を仕立てていたそうです。妹の竹子

さんとはけんかをしたことがないという仲の

良いお二人。米寿のお祝いから毎年誕生日を

祝うために親戚がたくさん集まり、記念撮影

をしているとのことで、壁に飾られたその写真からは、現代希薄になりつつある家族の絆がしっかり

と感じられ、「幸せいっぱいです」と語る春惠さんと竹子さんを象徴しているようでした。

写真左から長男謙一さん、大石町長、美喜子さん、
敏子さん、玲子さん

キャプテン
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教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

ジュリー先生
　（平成22年８月着任）

　毎年、春が来ると私はさらに元気になります。咲いている花

を見ると心が本当に嬉しくなります。でも今年はゆっくり花を

見る機会はあまり少なかったです。なぜなら、今年、私は特別

に忙しかったからです。

　一つの理由は土佐弁ミュージカルということでした。高知県

のＡＬＴとＣＩＲ（国際交流員）は毎年オリジナルミュージカ

ルを作って４月に公演しました。ミュージカルのセリフは全部

土佐弁なので、標準語の日本語を勉強してきたＡＬＴとＣＩＲ

としては、発音などがすごく難しくて、練習をたくさんしない

といけません。練習は忙しかったのですが、新しい友達が何人

もできて、とても楽しかったです。

　もう一つの理由は、私の両親が日本に来たことです。両親の初めての日本への旅でしたので、すご

く楽しみにしていました。不安なこともありましたが、家族に会えて、そして私が今住んでいるとこ

ろを紹介することができてとても嬉しいです。「今度姉も誘わんといかんな！」と思いました。

ジ
ョ
ン
先
生

　（
平
成
23
年
８
月
着
任
）

　僕
は
九
月
か
ら
仁
淀
川
町
の
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
、
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
生
徒
、
先
生
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
と
話

す
時
、
自
分
が
言
い
た
い
こ
と
を
伝
え
る
の
が
難

し
い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日
本
語
が
難
し

く
て
、
話
す
こ
と
が
特
別
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

仁
淀
川
町
の
先
生
と
僕
は
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
も

出
ま
し
た
。

　仁
淀
川
町
の
小
学
生
は
す
ご
く
元
気
で
、
中
学

生
は
頭
が
よ
く
て
、
親
切
で
す
。
冬
は
す
ご
く
寒

か
っ
た
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
来
る
春
は
暖
か
い
だ

ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
仁
淀
川
町
の
美
し
い
山
を

散
歩
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

４月11日　仁淀川町大植－太郎田間を結ぶ国道439号大植

バイパスの「大植１号トンネル（仮称）」延長217ｍの起

工式が織合で行われました。

　大植バイパスは平成元年度に着工。同トンネル工事は

大植バイパス最後の主要工事となり、2014年度中に同バ

イパスが開通する予定です。

　起工式には町及び地元関係者ら約60人が出席し、安全

祈願の神事の後、大石弘秋町長が祝辞の中で「大植バイ

パスの開通により、農林業の振興・観光の躍進はもとよ

り、住民が安心・安全で暮らせる町づくりに大きく寄与

するものである」と述べました。

２
月
19
日

　田
村
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
田
村
ち
や
」
の
メ
ン
バ

ー
ら
十
人
が
、
田
村
を
中
心
に
、
長

屋
か
ら
本
村
、
宗
津
の
一
部
な
ど
近

隣
集
落
の
、
国
道
や
町
道
の
下
に
不

法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
を
、
半
日
か

け
て
回
収
し
ま
し
た
。

　当
日
回
収
し
た
廃
棄
物
は
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
の
荷
台
八
台
分
に
も
な
り
ま

し
た
。
田
村
の
谷
内
幸
藏
区
長
は

「
前
か
ら
気
に
は
な
っ
て
い
た
が
、

改
め
て
量
の
多
さ
に
驚
い
た
。
不
法

投
棄
は
絶
対
に
や
め
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

ご
寄
付
の
お
礼

◇
広
報
寄
付
金

　谷
脇

　貞
恵
（
高
知
市
）

　谷
本

　義
雄
（
豊
田
市
）

　岡
﨑

　泰
子
（
高
知
市
）

　西
村

　眞
彦
（
大
月
町
）

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、
広
報
発
行
に
有
意
義
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
役
場

◇
社
会
福
祉
協
議
会

　中
内

　快
忠
（
越
知
町
）

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

仁淀川町の小学校や中学校で、ＡＬＴとして活躍している
お二人に、日本語で感想を書いてもらいました。

回
収
し
た
不
法
投
棄
廃
棄
物

軽
ト
ラ
８
台
分
！

「田村ちや」メンバーら10人がボランティア

大植１号トンネル（仮称）着工  地域の活性化・災害対策にも大きな役割

半日かけて回収した不法投棄廃棄物

加入・問い合わせ：仁淀川町教育委員会　☎３５－００１９

広 告
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子どもの読書活動
支援員便り

☆お知らせ
☆洋書の貸し出しができます

　高知県国際交流協会の蔵書を貸し出しても

らえることになりました。

　主に英語の本です。希望される方は専用の

申込書に記入して、図書担当までお持ちくだ

さい。返却もこちらからできます。

☆６月１１日は学校図書館の日です

　これは1997年６月11日に「学校図書館法

の一部を改正する法律」が施行されたことに

ちなんで、全国学校図書館協議会が定めたも

のです。

＊図書のご利用案内＊

　お読みになりたい図書があればご相談くだ

さい。県内の図書館より取り寄せ、貸し出し

することができます（無料）

相談窓口

　中央公民館

　（教育委員会　図書担当まで）

～県から派遣の読書活動支援員が
変わりました～
　今年度も県からの派遣が２人と、

町の読書活動支援員と合わせて３人

体制で頑張りたいと思います。

☆県から派遣の支援員ごあいさつ
古味　絢香さん

　初めまして、今年の４月よ

り子どもの読書活動支援員と

して採用されました。去年の

６月に高知市内から越してき

ましたので、分からない点も

多く、ご迷惑をおかけするこ

ともあるかと思いますが、一生懸命頑張りた

いと思います。よろしくお願いします。

三本　恵子さん

　今まで子育てに専念してま

したので、久しぶりの社会復

帰に戸惑うことも多く不安で

いっぱいですが、自分なりに

精いっぱい、頑張っていきた

いと思います。よろしくお願

いします。

広 告

平成２４年度 町立小・中学校の教職員が
下記のとおり異動しました
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こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

　五
月
に
も
な
る
と
気
温
も
暖

か
く
な
っ
て
過
ご
し
や
す
い

日
々
が
続
き
ま
す
ね
。
さ
て
、

仁
淀
川
町
で
は
、
四
月
か
ら
、

総
合
健
診
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
総
合
健
診
で
は
、
「
特
定

健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
」
と

「
が
ん
検
診
」
を
ま
と
め
て
受

け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
健

診
は
、
自
分
の
今
の
健
康
状
態

を
知
り
、
体
を
守
る
た
め
に
大

切
で
す
。
今
後
の
予
定
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　今
回
は
、
特
定
健
診
（
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着

目
し
た
、
血
液
尿
検
査
・
内
科

診
察
な
ど
の
健
診
）
に
つ
い

て
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
を
ち
ょ
っ
と
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
e
｜
G
F
R
っ
て
知
っ
て
い

　ま
す
か
？

　e
｜
G
F
R
…
聞
き
な
れ
な

い
単
語
で
す
が
、
こ
れ
を
調
べ

る
こ
と
は
皆
さ
ん
の
健
康
を
守

る
た
め
に
と
っ
て
も
大
事
で

す
。
e
｜
G
F
R
と
は
、
腎
臓

が
体
に
不
要
な
物
を
排
泄
す
る

働
き
を
調
べ
る
項
目
で
す
。
腎

臓
が
悪
く
な
る
と
、
お
し
っ
こ

が
出
な
く
な
っ
た
り
、
透
析
が

必
要
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
腎

臓
は
一
度
悪
く
な
る
と
、
そ
の

状
態
か
ら
回
復
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
昨
年
の
特
定
健
診

か
ら
検
査
項
目
に
加
わ
っ
て
い

ま
す
の
で
、
一
度
調
べ
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

②
メ
タ
ボ
と
判
定
さ
れ
て
し
ま

　っ
た
ら
・
・
・

　お
な
か
周
り
と
血
液
検
査
や

血
圧
値
か
ら
、
メ
タ
ボ
や
メ
タ

ボ
予
備
軍
と
判
定
さ
れ
た
方

は
、
将
来
の
生
活
習
慣
病
を
予

防
す
る
た
め
の
「
特
定
保
健
指

導
」
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
保
健

師
が
ご
本
人
と
話
し
合
い
な
が

ら
、
一
人
一
人
の
生
活
に
あ
っ

た
ダ
イ
エ
ッ
ト
プ
ラ
ン
を
作

り
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
意
識
し
た

生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
と
い

う
も
の
で
す
。
半
年
間
、
保
健

師
が
お
電
話
や
訪
問
で
生
活
習

慣
に
つ
い
て
お
話
を
聞
い
た

り
、
体
重
・
腹
囲
を
測
定
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
効
果
に
関

し
て
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す

が
、
去
年
参
加
さ
れ
た
方
で
は

半
年
で
三
キ
ロ
減
、
腹
囲
三
セ

ン
チ
減
の
人
も
い
ま
し
た
。
健

診
で
メ
タ
ボ
や
メ
タ
ボ
予
備
軍

と
言
わ
れ
た
方
は
、
こ
れ
を
チ

ャ
ン
ス
に
、
一
緒
に
生
活
習
慣

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

③
特
定
健
診
は
医
療
機
関
（
個
別

　健
診
）で
も
受
け
ら
れ
ま
す
！！

　特
定
健
診
は
、
一
部
医
療
機

関
で
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
四
十
歳
か
ら
七
十
四

歳
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。　「

医
療
機
関
で
特
定
健
診
を

受
け
た
い
」
と
い
う
方
は
、
受

診
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
す
べ
て
の

医
療
機
関
で
特
定
健
診
を
実
施

し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
確
認
の
上
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　健
診
の
結
果
や
、
特
定
保
健

指
導
、
個
別
健
診
な
ど
に
つ
い

て
、
分
か
ら
な
い
こ
と
や
ご
心

配
な
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　仁
淀
川
町
役
場
保
健
福
祉
課

　☎
３
５
・
０
８
８
８

　池
川
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　☎
３
４
・
２
３
２
１

　仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　☎
３
２
・
１
１
３
２

地域おこし協力隊がゆく

　昨年、10月から２人（高萩・鈴木）が増え、彼らが担当する

活動（高萩は空家調査と耕作放棄地に関する業務、鈴木は日曜

市担当業務など）も含め、３人で協働しています。私は、移住

促進施策の活動に力を入れていきます。移住希望者の目線で考

えると、時間をかけて住む環境を理解して移住したいはずです

が、町の施策が弱いのが現状です。まず、継続的なイベントの

実施や受け入れ態勢の構築をしたい。希望者に足繁く通ってい

ただき、仁淀川町の魅力を知ってもらうこと、山里の暮らしの

楽しみ方を体感してもらうことからだと考えています。

 ３月15日には上川渡炭焼きクラブの皆さんに炭焼き体験をさせ

ていただきました。池川自然学園の炭窯の再生も進行中です。４

月に入り、耕作放棄地の再利用のための作業も始めました。耕運

機を使ったことのなかった私も、少しずつ慣れてきました。現

在、ハドやカヤの根を取る作業に悪戦苦闘していますが、やっと

畑らしくなり、春ソバを蒔く予定です。ソバを収穫して、イベン

トや地元の方とそばを味わいたいと思っています。私の活動報告

はブログで発信しています。ぜひご覧ください。

広 告

移住促進のために耕作放棄地の再利用を模索中
～今月は石川伊佐男隊員！～

悪戦苦闘の結果、見違えるほどの変貌を遂げた畑

地域おこし協力隊HPでブログ一覧→高知県→タイトル：深山幽谷ヒゲな日々　名前：ひげさん

今後の総合健診の予定

あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い「
特
定
健
診
」

自
分
の
体
を
守
る

た
め
に

年
に
一
度
は

受
け
よ
う
！

総
合
健
診

仁淀川林産協同組合 組合員を募集しています。
　昨年11月に仁淀川町７事業者により設立しました仁淀川林産協同組合は、３月末に㈱ソニア

からの施設受け渡しが完了しました。今後は、「佐川集材センター」として、仁淀川町の林業

振興に貢献すべく常勤センター従業員６名が頑張っています。

◇当組合の主な事業◇
　　①組合員の取り扱う原木等の共同販売
　　②組合員の事業の用に供するために行う製材施設・乾燥機及び林業用機械等の利用提供

【組合員の募集】
　　・組合員の資格　①素材生産産業または製材業を行う事業者であること
　　　　　　　　　　②仁淀川町内に事業所を有すること
　　・手　続　き　　加入申し込みがあった時、理事会の承諾を得て１口１０万円の出資
　　　　　　　　　　後、本組合に加入となる。

＜連絡先＞　仁淀川林産協同組合　佐川集材センター （高岡郡佐川町丙１４９４－１）
　　　　　　電話：０８８９－２０－０７５９　センター長：中山達夫
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生
ご
み
処
理
機
購
入
費
補
助

制
度
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
推

進
お
よ
び
有
効
利
用
を
図
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　生
ご
み
処
理
機
の
購
入
を
お

考
え
の
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
処
理
機

　電
力
を
動
力
源
と
す
る
バ
イ

オ
式
・
乾
燥
式
処
理
機
。

補
助
対
象
者

　町
内
の
店
舗
で
購
入
し
、
か

つ
、
使
用
す
る
方
。

補
助
金
の
額

　購
入
（
税
込
）
価
格
の
二
分

の
一
以
内
（
千
円
未
満
切
り
捨

て
）
と
し
、
最
高
限
度
額
は
三

万
円
。

補
助
予
定
基
数

　本
年
度
は
五
基
程
度
を
予

定
。

問
い
合
わ
せ 

　仁
淀
川
町
役
場
町
民
課

　☎
３
５
・
１
０
８
８

　池
川
総
合
支
所
健
康
福
祉
課 

　☎
３
４
・
２
１
１
２

　仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課 

　☎
３
２
・
１
１
３
２

　サ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
有
害

鳥
獣
の
被
害
防
止
を
目
的
に
設

立
さ
れ
た
仁
淀
川
町
鳥
獣
害
防

止
対
策
協
議
会
で
は
捕
獲
檻
の

貸
し
出
し
を
実
施
し
ま
す
。

　貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ
る
方

は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◆
貸
し
出
し
対
象
者
は
次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
と
し

ま
す
。

（
一
）
町
内
に
住
所
を
有
す
る

方
。
又
は
土
地
を
所
有
す
る

方
（
二
）
わ
な
免
許
を
取
得
し
、

町
よ
り
有
害
鳥
獣
捕
獲
の
許

可
を
受
け
て
い
る
方

◆
捕
獲
檻
の
使
用
料
は
、
無
料

で
す
。
貸
出
期
間
は
、
原
則

と
し
て
一
カ
月
以
内
と
し
ま

す
。

◆
概
要

　6
分
割
組
み
立
て
式
両
開
き

（
縦
）
１
ｍ
×
（
横
）
１
ｍ
×

（
奥
行
）２
ｍ

　総
重
量
92
㎏

◆
開
始
日

　5
月
1
日
か
ら

◆
問
い
合
わ
せ

　事
務
局

　仁
淀
川
町
役
場
産
業
建
設
課

　農
業
振
興
係

　☎
３
５
・
1
0
8
3

　池
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　農
林
係

　☎
３
4
・
2
1
1
4

　仁
淀
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　農
林
係

　☎
３
2
・
1
1
1
3

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
檻

貸
し
出
し
を
始
め
ま
す

生
ご
み
処
理
機
購
入
費

に
補
助
金

■■■お知らせコーナー■■■

「
森
林
と
山
村
の
再
生
か
ら
明
日
の

日
本
を
」
と
題
し
、
講
演
を
行
う
講

師
の
長
野
大
学
教
授 

大
野 

晃 

氏

二
葉
町
町
内
会
の
花
見
に
仁
淀
川
町
産
品

を
出
店
す
る
様
子

みんなが主役！　スタイルプロジェクトＢＢ
○高知市二葉町町内会のお花見・懇親
　会に、仁淀川町産品を出店しました
　４月１日、高知市二葉町からのお誘いで、災害

時の助け合い交流が続いている町内会のお花見・

懇親会に参加しました。

　二葉町町内会120人が参加するこの会には、仁

淀川町の野菜、文旦、いりもち、こんにゃく、お

茶、しいたけ、卵などを持って行きましたが、そ

れらのほとんどが完売しました。

　仁淀川町を、二葉町のより多くの人たちに知っ

てもらうことで、お互いの、確固たる絆づくりを

深めてゆきます。

○第2回 百業づくり全国ネットワーク
　大会が、長野市鬼無里で開催されました
　昨年2月に、仁淀川町観光センターで設立され

た「百業づくり全国ネットワーク」。第2回大会

は、4月5日、6日に、長野県鬼無里（きなさ）で

開催されました。

　全国各地から、このネットワークに興味をもつ

若い人たちが集まり、さらに、30人を超える鬼

無里の地元の方にもご参加いただきました。

　仁淀川町で始まった、「百業づくり」の全国ネ

ットワークは、着実に、全国規模で浸透しつつあ

ります。

「被災地の学校へピアノを贈る運動」支援コンサート

東の空へ歌よとどけin桜座

　地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
守
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
仁

淀
川
町
の
神
楽
と
太
鼓
踊
り
の
競
演
を
、
ご
ゆ
っ
く
り

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　当
日
は
、
地
場
産
品
の
販
売
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日

　時

　平
成
24
年
５
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　午
後
４
時
50
分
〜
７
時
30
分

場

　所

　大
渡
ダ
ム
公
園
（
茅
葺
き
の
家
前
）

　
　
　
　※
雨
天
の
場
合
は
、

　
　
　
　
　仁
淀
川
町
観
光
セ
ン
タ
ー
2
Ｆ
大
ホ
ー
ル

内

　容

　都
の
太
鼓
踊
り
・
椿
山
太
鼓
踊
り
・

　
　
　
　安
居
神
楽
・
名
野
川
磐
門
神
楽
・

　
　
　
　池
川
神
楽

入

　場

　無
料

主

　催

　仁
淀
川
町
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ

　仁
淀
川
町
教
育
委
員
会

　☎
３
５
・
０
０
１
９

　仁
淀
教
育
事
務
所

　☎
３
２
・
１
０
４
１

　池
川
教
育
事
務
所

　☎
３
４
・
２
４
８
０

地
域
の
宝

仁
淀
川
町
の
神
楽
・
伝
統
文
化

問い合わせは、によど自然素材等活用研究会「Bスタイル」プロジェクト

仁淀川町大崎事務所、担当：中山琢夫（☎35－0567／info@2410style.jp）

または、代表：井上光夫（☎090－8696－7707)までお願いします。

◇日時：2012年6月9日(土)　 開場午後2:30／開演3:00／終演予定5:45

◇会場：佐川町桜座 (大ホール)　◇チケット：一般2,000円／小中高生1,000円

■主催：高知から被災地の学校へピアノを贈る・一滴の会　

■共催：東の空へ歌よとどけ桜座コンサート実行委員会

　　　　仁淀川町／佐川町・同町教育委員会／越知町／日高村

■協力：やさしくなろうネットワーク／高知市大津子ども会連合会

■協賛：仁淀川町・越知町・佐川町・日高村の賛助団体・企業等

■出演：●第１部　賛助文化団体の出演　(午後3:00～4:00)

　　　　　・佐川中学校吹奏楽部（佐川町）・玄蕃太鼓（仁淀川町）など

　　　　　・ルアナと楽しい仲間たち（越知町）・ダンスサークルマドンナ（日高村）

　　　　●第２部　一滴の会協力団体の出演　(午後4:15～5:45)

　　　　　・しまむらかずお&カノンズSP　(７人グループ)

　　　　　・クルック・ソングメイツの子どもたち　(小学３～6年生14人)



広報によど川 5月号 《16》《17》 広報によど川 5月号

　今
年
は
、
久
し
ぶ
り
に
雨
も

雪
も
降
ら
な
い
絶
好
の
秋
葉
ま

つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　応
募
さ
れ
た
俳
句
は
、
青
空

の
下
で
の
今
年
の
秋
葉
ま
つ
り

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
ば
か
り
で

し
た
が
、
そ
の
中
か
ら
次
の
俳

句
を
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

﹇
特
選
﹈

い
の
町
　
　
岡
　
包
女

遠
山
の
雪
輝
き
て
練
り
の

列
　掲
句
は
、
秋
葉
ま
つ
り
そ
の

も
の
の
細
部
は
省
略
し
て
、
頂

に
雪
の
残
る
遠
く
の
山
と
、
山

間
を
縫
う
練
り
の
列
と
の
取
り

合
わ
せ
で
、
お
お
ら
か
に
詠
ま

れ
て
い
ま
す
。

　遠
山
は
、
明
神
山
で
し
ょ
う
。

そ
の
日
、
太
陽
に
輝
く
雪
が
印

象
的
で
し
た
。

﹇
佳
作
﹈

仁
淀
川
町
　
松
岡
　
豊
子

残
雪
に
こ
だ
ま
秋
葉
の
練
り
囃

子

高
知
市
　
竹
本
　
長
生

春
光
を
浴
び
て
虚
空
に
鳥
毛
舞

ふ

仁
淀
川
町
　
谷
脇
　
義
幸

早
春
の
庭
で
飛
び
交
ふ
大
鳥
毛

仁
淀
川
町
　
市
川
　
千
秋

鼻
高
に
声
か
け
ら
る
る
梅
の
庭

仁
淀
川
町
　
田
村
　
千
草

青
空
に
鳥
毛
舞
い
澄
む
秋
葉
祭

﹇
入
選
﹈

仁
淀
川
町
　
川
上
　
純
子

外
国
へ
絆
深
め
る
秋
葉
祭

仁
淀
川
町
　
西
森
　
今
子

最
高
の
秋
葉
日
和
や
梅
七
分

仁
淀
川
町
　
松
岡
　
豊
子

粛
々
と
納
め
神
楽
や
秋
葉
祭

仁
淀
川
町
　
田
村
　
大
陸

秋
葉
祭
鳥
毛
ひ
ね
り
に
娘
の
鼓

動

仁
淀
川
町
　
隅
田
　
邦
子

秋
葉
祭
心
体
も
晴
れ
わ
た
り

四
万
十
市
　
竹
本
　
京
市

ま
さ
に
今
始
ま
ら
ん
と
す
る
秋

葉
練
り

高
知
市
　
西
森
　
住
枝

秋
葉
祭
眠
る
お
山
も
目
を
さ
ま

し

仁
淀
川
町
　
坂
本
美
智
子

秋
葉
練
り
過
疎
の
町
に
も
華
が

咲
く

仁
淀
川
町
　
楠
本
　
昭
子

め
っ
そ
う
な
日
和
に
さ
そ
わ
れ

秋
葉
祭仁

淀
川
町
　
高
橋
　
幸
恵

兄
と
組
む
鳥
毛
ひ
ね
り
の
ニ
ュ

ー
フ
ェ
イ
ス

仁
淀
川
町
　
楠
本
　
良
誓

冬
陽
さ
す
秋
葉
の
里
に
毛
槍
舞

ふ

仁
淀
川
町
　
黒
川
　
武
久

人
集
ふ
長
き
歴
史
の
秋
葉
祭

佐
川
町
　
大
倉
　
和
幸

子
へ
つ
な
ぐ
秋
葉
の
練
り
に
絆

知
る

高
知
市
　
島
崎
　
文
子

秋
葉
祭
古
き
良
き
友
出
合
い
の

場

仁
淀
川
町
　
谷
脇
井
津
子

夢
に
み
た
願
い
か
の
う
て
秋
葉

練
り

仁
淀
川
町
　
谷
脇
　
実
浦

人
ご
み
を
か
き
分
け
見
る
は
秋

葉
練
り四

万
十
市
　
竹
本
　
栄
子

失
な
う
な
伝
統
守
る
秋
葉
祭

仁
淀
川
町
　
岡
林
　
利
子

秋
葉
祭
鳥
毛
ひ
ね
り
に
熱
く
も

え

仁
淀
川
町
　
西
森
ウ
メ
コ

美
剣
士
や
か
ぶ
と
か
ぶ
り
て
秋

葉
祭

仁
淀
川
町
　
谷
脇
　
杜
和

あ
に
を
見
て
僕
も
踊
る
よ
秋
葉

祭

仁
淀
川
町
　
片
岡
　
菊
子

秋
葉
祭
ま
ぶ
し
く
御
輿
あ
ば
れ

舞
ふ

仁
淀
川
町
　
井
上
　
一
明

秋
葉
祭
拍
手
で
直
く
と
立
つ
毛

槍

仁
淀
川
町
　
田
村
　
千
草

里
人
の
誇
り
と
絆
秋
葉
祭

　選
句
に
あ
た
り
、
例
年
の
通

り
、
添
削
し
た
も
の
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
選
者

　池
野
い
ち
び
）

い
た
だ
き

や
ま

あ
い

　皆さんのご家庭に普及しているABC粉末消火器は、木材・紙・布などの普通火災、灯油・ガソリンな

どの油火災、電気器具・電気設備などの電気火災に使用でき、一瞬のうちに炎を抑え消火できますが、

燃えているものによっては（木材の火災など）再び燃え上がることがあるので、水をかける必要があり

ます。薬剤の放射時間は 16 秒と短いので、火元をよく狙って消火します。狭い部屋などで使用すると薬

剤が部屋いっぱいに広がり、視界が非常に悪くなりますので逃げ道を確保して使用してください。

★消火器の設置場所について

○誰もが見やすく、使いやすい所に置きま

しょう。

○消火器の寿命は、その保管場所によって

大きく変わります。湿気の多い場所や直

射日光の当たる所を避け、転倒しないよ

うな工夫をしておきましょう。

★日常のチェックポイント

○安全ピンはついていますか。

○容器にサビや変形などはありませんか。

○ホースに詰まりやひび割れはありません

か。

※１　せっかく備えた消火器も、サビや損傷などの異常が生じると“いざ”という時に使えなかったり、

　　　本体が破裂して思わぬ怪我をすることがあります。

※２　異常が認められた消火器や不要になった消火器の点検や処分については、購入したお店または消火

　　　器メーカーなどにお問い合わせください。

問い合わせ 

　高吾北消防署 ☎２６－２１１１　仁淀川分署 ☎３５－００１７

いざという時に、消火器使えますか！？「
秋
葉
ま
つ
り
俳
句
」

入
選
作
品
発
表主

催
／
仁
淀
俳
句
会

広 告

消火器の使い方

①安全ピンに指

をかけ、上に

引き抜く。

②ホースをはず

して火元に向

ける。

③レバーを強く握

って噴射する。

び 

け
ん 

し

と

　わ



文

　
芸

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

広報によど川 5月号 《18》《19》 広報によど川 5月号

仁
淀
俳
壇

吉
田
豊
之
祐

総
会
も
大
小
あ
り
て
四
月
か
な

田
村

　大
陸

山
葵
漬
肴
に
酒
や
鼻
に
抜
く

市
川

　千
秋

た
も
と
ほ
る
万
朶
の
花
と
湖
の
蒼

古
味

　孝
子

日
向
ぼ
こ
し
つ
つ
畑
守
る
老
夫
婦

堀
部

　貞
子

あ
の
角
を
曲
れ
ば
き
っ
と
沈
丁
花

松
岡

　豊
子

馳
け
る
声
追
ふ
声
楽
し
春
休
み

川
上

　純
子

桜
橋
渡
れ
ば
伊
予
国
伊
予
訛

西
森

　今
子

吟
行
や
花
の
ダ
ム
湖
を
一
周
す

古
味

　幸
子

茅
ぶ
き
の
屋
根
の
厚
さ
や
花
曇

田
村

　千
草

ダ
ム
公
園
茅
葺
き
屋
根
に
散
る
桜

藪
柑
子
句
会

荒
木

　青
踏

花
の
名
を
問
ふ
や
狭
庭
の
金
鳳
華

小
崎

　千
恵

ク
レ
ヨ
ン
の
眉
の
や
さ
し
き
紙
雛

高
橋

　幸
恵

春
嵐
電
線
の
鳩
よ
ろ
め
か
す

高
橋

　房
子

朧
夜
や
駐
輪
場
ま
で
見
送
り
ぬ

井
上

　美
智

今
年
ま
た
母
手
作
り
の
雛
飾
る

上
岡

　利
寿

愚
痴
い
う
も
生
き
し
証
や
下
萌
ゆ

る

片
岡
代
美
子

立
子
忌
や
新
装
書
房
立
ち
読
み
す

掛
水

　妙
子

白
梅
や
気
に
な
る
門
の
あ
か
ぬ
家

結
城

　華
子

通
院
や
酸
葉
の
伸
び
の
早
か
り
き

岡
林

　鶴
子

顔
見
知
り
の
名
を
忘
れ
た
り
春
寒

し

尾
崎
マ
チ
エ

し
ば
ら
く
は
眺
め
て
お
り
ぬ
雪
つ

ぶ
て

片
岡
と
く
ぞ
う

声
も
か
け
ず
に
見
知
ら
ぬ
人
と
桃

の
下

鎌
倉
い
ち
い
ち

小
刀
を
研
い
で
接
木
の
畑
に
出
る

投
稿

俳
句

鎌
倉

　信
夫

部
落
友
柿
挿
木
穂
貰
ひ
来
る

井
上

　一
明

瑠
璃
の
声
頭
上
に
種
を
選
り
に
け

り

井
上
カ
メ
コ

誕
生
日
ケ
ー
キ
は
小
さ
く
夫
去
り

て

仁淀川町行事カレンダー（5月・6月）……… ………

つ
ま

ぶ  

ら
く
と
も
か
き
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　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　「図書カード」を正解者の中から抽選で 1

名様に。（当選者の発表は次号広報）

町の人口・世帯数
平成24年4月1日現在

  人　口6,550人　（－39）

  　男　3,074人　　　　　 

  　女　3,476人　　　　　 

  世帯数3,331世帯（－12）

3月中の届出

転入25人　  転出45人

出生  2人　  死亡21人

（　）内は前月比
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　爽やかな風の中、元気に泳

ぐ鯉のぼり。

（寺村　４月１６日撮影）

第82回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　5/18（金）必着表
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　多くの町民の方々や本町（旧仁淀村）出身で町の観光特使であ

る吉田類さんのご協力により、仁淀川町公式ガイドブックが完成

しました。ガイドブックの題名は「仁淀川町で遊ぶ本」！！

　観光客が本町に訪れた際、この本を片手に心行くまで満喫し、

遊んでいただきたい思いで名付けました。

　内容は、町観光特使の吉田類さんが「ふるさとの仁淀川町」に

帰り、安居渓谷や鳥形山森林植物公園の魅力を紹介。また写真家

高橋宣之さんのご協力により、NHKで注目されている仁淀川が

美しく表現されています。町特産の茶、桜、林業、神楽、土佐三

大祭の一つである秋葉まつり等も詳しく紹介し、雑誌風のスタイ

ルにこだわった非常に読みやすい紙面となっていますので、町民

の方々にも、まだまだ知られていない町内の見所を発見してもら

い、町の素晴らしさを再認識していただけます。

＊新入学児童にランドセルカバーを贈呈＊
　交通安全協会では、毎年新入生に黄色いラ

ンドセルカバーを贈呈しています。今年は管

内の小学校９校へ159枚贈呈いたしました。

まだ通学路に慣れていないので、地域の皆さ

まの温かい目で見守ってあげましょう。

春の交通安全運動を行いました
　４月６日～15日の期間、春の全国交通安全運動が実施されま

した。期間中は、交通安全パレード・ドライバーサービス・交通

マナーアップキャンペーン・自転車街頭指導・高齢者事故防止キ

ャンペーン等が行われました。運動に参加いただいたボランティ

アの方や、交通安全指導員の皆さまご協力ありがとうございまし

た。

交通安全協会からお知らせ交通安全協会からお知らせ交通安全協会からお知らせ
佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０

※交通安全協会は、皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします。

問い合わせ：仁淀川町役場企画課　☎３５－１０８２

滿
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つつい 　　ゆ　り

平成23年12月13日生
保護者/和久・有美

筒井　裕理ちゃん（下土居）

みやざき 　ふうあ

宮﨑　風亜くん（崎ノ山）

はじめまして ・  　 ・   　・

「明るく元気に育ってね」「明るく元気に育ってね」

平成24年2月8日生
保護者/賢二・真美

「いっぱい泣いて、笑って
元気に大きくなってね！」
「いっぱい泣いて、笑って
元気に大きくなってね！」

「
四
季
の
ま
つ
り
」写
真
コ
ン
テ
ス
ト

仁
淀
川
町
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
完
成

瞳
輝
く
ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト


